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ダイナミックな渓谷美を満喫
奥多摩・鳩ノ巣渓谷
実施日 ２０２３年１１月１２日（日）
天 候 曇り
リーダー 渋谷 京子
参加者 若村勝昭 ､服 部美 千代 ､福

島 政 幸 ､山 崎 富 美 恵 ､石 附
智江 ､渋谷京子 ､伊藤久雄 ､
徳 山 敬 子 ､瀧 澤 き よ の ､宮
崎敏男 計１０名

費 用 1,230円（立川起算）
タイム 古里駅(9:45)寸庭橋(10:20)東

屋(11:00∼11:30)鳩ノ巣小橋
(11:40)鳩ノ巣渓谷(11:45∼12
:30)東屋(12:35∼13:00)白丸
ダム(13:40∼13:45)数馬峡橋
(14:15)奥多摩駅(15:02)

数日前の暑さとうって変わって
土曜日から師走並みの寒さになっ
た。当日は曇り空の下メンバー10
名は古里駅に集結した。奥多摩観
光 課 に ク マ 出 没 情 報 を 問 い 合 わ
せ、見かけてないとの事であった
がもしもに備えて熊スプレー、熊
鈴、ホイッスルを携帯して出発。
駅から青梅街道を横切り多摩川

を渡ったら右折、舗装路を暫く進
むと寸庭橋ここから本格的な山道
となる。
分岐は二つに分かれるがその先

で合流し上り坂に
なり眼下に里の集
落が垣間見える。
越沢方面と鳩ノ巣
駅との分岐に東屋
があり早めの昼食

タイムとした。
8年前のこぶし会山行時は貸し

切 り で お や つ タ イ ム を 味 わ っ た
が、今回は半分位の空きでそれぞ
れ場所を取って至福の時を過ごし
た。雲仙橋を渡って行くとなんと
サルが欄干に居座っている。様子
を見ているとこちらに向かって来た
のにはびっくり！人を怖がるどころ
か景色を眺めてるようにも見える。

鳩ノ巣小橋からは紅葉は僅かだ
が多摩川上流の流れがダイナミッ
クな景観を作り出している。大学
生がボルタリングだろうか大きな
マットを抱え奇岩や巨石が連なる
渓谷に下りて行く。
ここから白丸ダムにかけて高さ4
0mの断崖が 500m程続いている。
岩と木々が織りなす絶景を間近に
眺めながら歩く。
岩場もあり雨上がり等で地面が

濡れている時は
充 分 注 意 し た
い。川を右手に
見ながら植林帯
を進むと白丸ダ
ムに到着。
数馬峡橋辺りで

川面にカヤックを見かけるが操作
が難しそうでひっくり返ったらと
思うと尻込みしてしまうだろう。
エメラルドグリーンの川面の美
しいこと！思わず見とれてしまい
ついつい何度もシャッターを押し
てしまう。
緩 や か な ア ッ プ
ダ ウ ン を 繰 り 返
し な が ら 樹 林 の
中 を 歩 く と 海 沢
の 集 落 に 出 る 。
道標に従い舗装路を行くと奥多摩
駅に到着した。
本日は晴れとはいかず残念、晴
れだったら紅葉の赤や黄色が輝い
て見えた事でしょう。
道標はたっぷり見逃さなければ
迷う事は有りません。絶景のあま
りつい！に注意です。
10名 と云う大人数の方に参加し
て頂きまして有り難うございまし
た。反省会も抜かりなくお喋りし
笑顔満開！お会計もとてもリーズ
ナブルで最高の一日になりました。
クマですが、大人数でワイワイ
ガヤガヤなら多分ですが退散しそ
うです（笑）

（記＆写真・渋谷 京子）
（写真提供・伊藤久雄／宮崎敏男）


